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複雑性尿路感染症に対す るKW-1070の 使用経験

境 優 一 ・江 藤 耕 作

久留米大学医学部泌尿器科学教室

新 しい ア ミノ配糖 体系抗生 剤KW-1070(fertimicin)1)を 複雑性尿路感染症に対 して使用 し,そ

の有効性,安 全性 を検討 した。

対象症 例は,久 留米大学泌尿器科入院患者中,複 雑性尿路感染症を有す る30例 とし,そ の内わ

けは,急 性膀胱炎1例,急 性腎孟腎炎3例,慢 性膀胱炎20例,慢 性腎孟腎炎6例 であ った。

投与方法は,1日 投与量 と して,400mgが16例,600mgが9例,800mgが5例 で,す べ て朝

夕2回 の筋注5日 間 とした。

臨床効果は,著 効10例,有 効10例,無 効10例 で,有 効 率は67%で あ った。

細菌学的効果 では,投 与前 に分離 された41株 中30株(73%)が 除菌 された。

副作用は,2例 にGOT,GPTの 上昇をみたが,投 与後再検にて,投 与前値 に復帰 し,他 はすべて

異常 を認めなか った。

KW-1070(fortimicin)は,新 しい ア ミノ配 糖体 系 抗

生剤 であ り,広 範 囲 な抗 菌 ス ペ ク トルを 有 し,特 にSer-

ratia marcescens,Proteus inconstansに 優 れ た 抗菌

力を有 す る と され て い る2,S,4)。

以下 に そ の構 造式 を示 す5)(Fig.1)。

今 回,わ れ わ れ は 複雑 性 尿路 感 染症 に対 す る本 剤 の臨

床効果 に つ いて 検 討 す る機 会 を得 た の で報 告 す る。

1. 治 験 方 法

1) 対象 症 例

久留 米大 学 泌 尿器 科 入 院 患 者 中,複 雑 性 尿路 感 染 症 を

有す る30例 を 対 象 と してKW-1070を 投 与 した 。

対象 疾患 は,急 性 膀 胱 炎1例,急 性 腎 孟 腎 炎3例,慢

性膀胱 炎20例,慢 性 腎 孟 腎 炎6例 で,こ の うち,カ テ

ーテル留 置例 は
,尿 道12例,尿 管4例 で あ った。

年齢 は,29～87歳 で70歳 台 に ピ ー クを持 ち,大 半 が

高齢者 で 占め られ て い た。

性別 は,男 性24例,女 性6例 で あ った。

2)投 与 方 法

投与 方 法 は,1日 投 与量 と して400mg16例,600mg

Fig. 1 Chemical structure of KW-1070

C17H35N5O6(M.W.405.49)

9例,800mg5例 で,す べ て朝夕2回 の筋注5日 間 と

した。

3) 治療効果判定

効果判定は,UTI薬 効評価基準(第2版)と ともに,

主治医に よるもの も合せ て行 なった。

4) 副作用検索

副作用 に つ い て は,投 与前後 の自覚症状 の問診 と共

に,可 能 な限 り,投 与前後 に血液一般,血 液生化学的検

索を行なった。

II. 使 用 成 績

1) 臨床効果

KW-1070投 与30例 中,著 効10例,有 効10例,

無効10例 で,有 効率は67%で あった。

各症例における基礎疾患,投 与前後 の尿所見お よびそ

の他詳細は,Table1に 示す通 りである。

これ らを,UTI薬 効評価基準の疾患病態群別 にみ る

と,Table2に 示す よ うに,単 独感染群 では,1群50%

2群50%,3群100%,4群71%の 有効率で,計19例

中著効7例,有 効5例,無 効7例 で総 合す る と,63%の

有効率であ った。

混合感染群 では,5群75%,6群67%の 有効率 で,

計11例 中著効3例,有 効5例,無 効3例 で,総 合す る

と73%の 有効率であった。

2) 細菌学的効果

検出菌 の推移につ い て は,Table3に 示す ごとくで

あ り,Ps.aeruginosaの9株 中7株,St.faecalisの8

株 中3株,K.pneumoniaeの1株 が存続 した他 は す べ

て除菌 された。
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Table 2 Overall clinical efficacy of KW-1070 classified by type of infection

Table 3 Bacteriological response to KW-1070

in complicated U.T.I.

*Persisted:regardless of bacterial count

総合では,41株 中30株 が消失 し,73%の 除菌 効果

であった。

次に起炎菌 の推移 と膿尿 の変化 との関連については,

Table4に 示す ごとくで,菌 の消失 に対す る膿尿の改善

度が比較的低値であ った。

3) 副作用

投与後 の自覚症状の訴 えはなか ったが,血 液生化学的

検索にて,症 例21で,GOTが85か ら189,GPTが

82か ら146へ と上昇 したが,7日 後 の再検 にて投与前値

に復帰 した。

また症例30に て,同 様にGOT,GPTの 一過性の上

昇をみたが,こ れ らはいずれ も肝炎の既往 を持つ患者で

あ った。

その他の症例では,特 に異常は認めなか った(Table

5)。

III. 考 案

最近 の尿路感染症,特 に複雑性尿路感染症では,従 来

弱毒菌 として取 り扱 わ れ て きたPseudomonas, Ser-

ratiaな どの菌を起炎菌 として検 出す ることが多い。

現在 まで,こ れ らの治療 にあた っては,ほ とん どの抗

生剤 が低感受性を示すため,多 少 の副作用を考慮に入れ

て も,切 り札 としてのア ミノ配 糖体系抗生剤 を用 いてき

た。

しか し,最 近 では,GMに 耐性 を示す菌 も徐 々に増加

してお り6),治療 に困窮 しているのが現状 である。

KW-1070は,本 邦で開発中の新 しい ア ミノ配糖体系

抗生剤であ り,Fig.1に 示す ように,pseudo-disaccha-

rideと い う新 規な構造式 を有す る。

本剤は,広 範囲な抗菌 スベ ク トルを有 し,特 にS.ma-

rcescens, P.inconstansに 優れた抗菌力を示すが,Ps.

aeruginosaに 対する抗菌 力は弱い と報告 されている。

また,本 剤は ア ミノ配糖体系抗生剤不 活 化 酵 素 の 中

で,aminoglycoside 3-acetyltransferase I(AAC-3-

I)に よってのみ アセチル化されるが,他 のす べ て の不

活化酵 素に安定 であるため,近 年 増加傾 向にあ るGM,
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Table 4 Overall clinical efficacy of KW.1070 in complicated U.T.I.

Table 5 Laboratory findings before and after administration of KW-1070
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Table 5 ( Cont inued )

AMK,DKBの 耐性菌に優れた臨床効果が期待で きる薬

剤である%

さらに,従 来の ア ミノ配糖体系抗生剤 にみ られ る耳毒

性,腎毒性は,動 物実験 に よ り弱い と報告 されてい る4),7)。

今回,著 者 らは,こ のKW-1070を30症 例の複雑性

尿路感染症 に使用 しその臨床効果を検討 した。

総合では,著 効10例,有 効10例,無 効10例 で,

複雑性尿路感染症 としては67%と 比較的高い有効 率が

得 られた。

細菌学的効果では,検 出された41株 中30株 が除菌

された。

この中で,S.marcescensの6株,Proteus groupの

6株 すべてが除菌 され たこ とは注 目に値する結果 であっ

た。

また,存 続 した11株 中7株 は,P.aemgino3aで あ

り,こ れは本剤に対 しては無効菌種であ ったためやむを

得 ない と考え る。

副作用にかん しては,2例 にGOT,GPTの 一過性 の上

昇をみたが,こ れ らの症例はいずれ も肝炎の既往 を有す

るものであ った。

その他の症例では,自 覚症状,血 液生化学的検査 に異

常な く有用性 としては満足 できるものであ った。
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CLINICAL EXPERIENCE OF KW-1070 IN

URINARY TRACT INFECTION

YUICHI SAKAI and KOSAKU ETOH

Department of Urology, Kurume University School of Medicine

Clinical efficacy and adverse reaction of KW-1070 were investigated in 30 patients with urinary
tract infection at the Department of Urology, Kurume University.

KW-1070 was given at a daily dosage of 400mg, 600mg or 800mg divided in 2 doses for 5 days.
Clinical efficacy of KW-1070 to chronic complicated urinary tract infection was excellent in 10 cases,

moderate in 10 cases and poor in 10 cases, efficacy rate being 67%.
Bacteriologically, bacteria was eradicated in 30 strains out of 41.
No marked adverse reaction was found in any of the cases treated.


